
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
傾倒式バルブのステムに噴射ノズルを取着し、操作部材を装着した操作部材取付体をエア
ゾール缶に取着した殺虫剤噴射装置であって、
噴射ノズルは、噴射口を具え揺動範囲が規制されたノズル筒と周縁下面に係止部を設けた
係止板とを具備しており、
操作部材は、噴射ノズルの係止板の係止部に係合する係止片を具備するとともに、弾撥力
によって上方に付勢されていることを特徴とする殺虫剤噴射装置。
【請求項２】
操作部材が、ノズル揺動規制孔を具え、所定個所に係止片を垂設した頂壁と、操作部材取
付体に嵌挿される側周壁とからなり、
操作部材と操作部材取付体との間にばねが弾装され、操作部材が上下動自在に装着されて
いることを特徴とする請求項１記載の殺虫剤噴射装置。
【請求項３】
操作部材取付体が、噴射ノズルの揺動規制孔を具えた頂壁を有するカバー筒を具備してお
り、
操作部材が、操作部材取付体に設けられた取付基台に装着され、下端に係止片を設けた押
ボタンと押ボタンを上方に付勢するばねとからなることを特徴とする請求項１記載の殺虫
剤噴射装置。
【請求項４】
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操作部材取付体が、噴射ノズルの揺動規制孔を具えた頂壁を有するカバー筒を具備してお
り、
操作部材が、操作部材取付体のカバー筒内に装着され、頂壁に下端を係止片とした押ボタ
ンを具えた可撓板を形成した筒体であることを特徴とする請求項１記載の殺虫剤噴射装置
。
【請求項５】
操作部材取付体が、噴射ノズルの揺動規制孔を具えた頂壁を有するカバー筒を具備してお
り、
操作部材取付体のカバー筒頂壁に、操作部材を構成する下端を係止片とした押ボタンを具
えた可撓板を形成したことを特徴とする請求項１記載の殺虫剤噴射装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、殺虫剤噴射装置、とくに操作ボタンから手を離した後に噴射を開始するように
した殺虫剤噴射装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
エアゾール缶に殺虫剤を封入し、ボタンを押圧することで噴射ノズルから殺虫剤を噴射さ
せるようにした噴射装置は、従来から知られている。
従来の噴射装置は、押ボタンその他の操作部材によって、エアゾール缶のステムを押し下
げたり、または傾斜させたりして殺虫剤を噴射させ、押し下げ状態、または傾斜状態を維
持することによって、缶内の全ての殺虫剤を噴射させ、閉め切った室内に充満させるよう
にしていた。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、従来の噴射装置では、所定の位置までボタンを押し下げると同時に噴射が
始まり、そのために、人が退避する時間がなく、有害な殺虫剤を吸い込んでしまうという
ことがあった。
また、退避することを気にしてボタンの押し下げが少ないと、殺虫剤を噴射させることが
できず、再度ボタン操作をしなければならないという問題もあった。
【０００４】
本発明は、上記問題を解決することを課題として、人が退避するタイミングをつかみやす
くし、ボタンを押し下げ、手を離した後にしばらくしてから噴射が始まるようにした殺虫
剤噴射装置を提供することを目的とする。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
本発明は、上記の課題を解決するため、殺虫剤噴霧装置として、傾倒式バルブのステムに
噴射ノズルを取着し、操作部材を装着した操作部材取付体をエアゾール缶に取着した殺虫
剤噴射装置であって、噴射ノズルは、噴射口を具え揺動範囲が規制されたノズル筒と周縁
下面に係止部を設けた係止板とを具備しており、操作部材は、噴射ノズルの係止板の係止
部に係合する係止片を具備するとともに、弾撥力によって上方に付勢されていることを特
徴とする構成を採用する。
【０００６】
殺虫剤噴霧装置の操作部材として、上記構成に付加して、操作部材が、ノズル揺動規制孔
を具え、所定個所に係止片を垂設した頂壁と、操作部材取付体に嵌挿される側周壁とから
なり、操作部材と操作部材取付体との間にばねが弾装され、操作部材が上下動自在に装着
されていることを特徴とする構成を採用する。
【０００７】
操作部材取付体と操作部材の別実施形態として、操作部材取付体が、噴射ノズルの揺動規
制孔を具えた頂壁を有するカバー筒を具備しており、
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操作部材が、操作部材取付体に設けられた取付基台に装着され、下端に係止片を設けた押
ボタンと押ボタンを上方に付勢するばねとからなることを特徴とする構成を採用する。
【０００８】
また、操作部材取付体と操作部材の他の実施形態として、操作部材取付体が、噴射ノズル
の揺動規制孔を具えた頂壁を有するカバー筒を具備しており、操作部材が、操作部材取付
体のカバー筒内に装着され、頂壁に下端を係止片とした押ボタンを具えた可撓板を形成し
た筒体であることを特徴とする構成を採用する。
【０００９】
操作部材取付体と操作部材のその他の実施形態として、操作部材取付体が、噴射ノズルの
揺動規制孔を具えた頂壁を有するカバー筒を具備しており、操作部材取付体のカバー筒頂
壁に、操作部材を構成する下端を係止片とした押ボタンを具えた可撓板を形成したことを
特徴とする構成を採用する。
【００１０】
【発明の実施の形態】
次に、本発明の実施形態について、図面を参照して説明する。
図１、２において、Ａは殺虫剤を封入し、エアゾールバルブを装着したエアゾール缶、Ｂ
はバルブに装着された噴射ノズル、Ｃはエアゾール缶Ａに装着された操作部材取付体、Ｄ
は操作部材取付体Ｃに装着された操作部材、Ｅはオーバーキャップである。
【００１１】
エアゾール缶Ａには、公知の傾倒式バルブが装着されており、バルブの上端に取着された
ステム１がエアゾール缶Ａのマウンテンカップ２から上方に突出している。
マウンテンカップ２の下方には、取付環３がエアゾール缶Ａの本体から膨出するように形
成されている。
エアゾール缶Ａ内には、噴射推進剤と殺虫剤が収納されており、ステム１が傾斜させられ
、バルブが開かれたときに殺虫剤を噴射し、傾倒状態を維持して噴射を継続して殺虫剤を
室内に拡散充満させるようにしている。
【００１２】
噴射ノズルＢは、ステム１の上端に嵌着されており、図３に示すように上端に噴射口４を
設け、内部に流通孔５を穿孔したノズル筒６とその下端部からフランジ状に広がる係止板
７とからなっている。
係止板７は、その周縁８に上方が内方に傾斜した案内面９とした案内リング１０を立設し
ており、係止板７下面の周縁８より内側下方には、円筒面１１を有する係止リング１２が
垂設されている。
係止リング１２の円筒面１１の周面と、その周面と周縁８との間の係止板７下面とによっ
て噴射ノズルＢの係止部１３が形成されている。
【００１３】
図４に示すように、操作部材取付体Ｃは、取付筒２０と環状の上板２１、上板２１に立設
された内筒２２と外筒２３とからなっている。
取付筒２０は、その下端縁内周には内方に膨出する膨出部２４が設けられ、エアゾール缶
Ａの取付環３の下側に係合するようになっており、取付環３を挟むようにして取付筒内周
の上方には、複数個の縦リブ２５が配設されている。
【００１４】
内筒２２は、上板２１の内周縁より立ち上がるよう立設され、その上方部分は、縮径部２
６となっている。
外筒２３は、取付筒２０の内周に沿って立ち上がるよう立設され、下端近くの外周には、
膨出環２７が設けられ、上端内周縁には、膨出環２８が設けられている。
【００１５】
図５に示すように、操作部材Ｄは、前記外筒２３に嵌挿される側周壁３０と頂壁３１とを
具えている。
側周壁３０の下端近くの外周には、外筒２３の膨出環２７に係合する膨出環３２が設けら
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れており、側周壁３０の内側には、操作部材取付体Ｃの内筒２２の縮径部２６の内周に係
合される案内壁３３が頂壁３１より垂設されている。
【００１６】
頂壁３１の中央部には、両端を噴射ノズルＢ先端部よりやや大きい径を有する半円状の円
弧部３４，３５とした揺動規制孔３６が形成され、一方の円弧部３４の中心は、エアゾー
ル缶Ａの軸心に一致するよう位置している。
頂壁３１の周縁部には、外縁を円弧とした窓３７が穿孔され、窓３７の外縁から係止片３
８が垂下し、窓３７の外側には、手指の滑り止めのための突条３９が刻設されている。
【００１７】
係止片３８は、円弧状の垂下板４０とその下端に内方に突出するよう形成され、噴射ノズ
ルＢの係止部１３に係合する断面円弧状の傾斜板４１とからなっている。
側周壁３０に沿う頂壁３１下面と、操作部材取付体Ｃの上板２１との間には、図１に示す
ように、コイルばね４２が弾装され、操作部材Ｄを上方に付勢している。
【００１８】
オーバーキャップＥは、図１に示されているように、頂壁４３と前記側周壁３０に嵌挿さ
れる側周壁４４とからなっており、側周壁４４下端内周には、外筒２３の膨出環２７に係
合する膨出環４５が設けられている。
【００１９】
次に、本実施形態噴射装置の使用態様と作用効果について説明する。
まず、使用態様の概略について述べると、室内の所定の場所に噴射装置を置き、オーバー
キャップＥを取って、操作部材Ｄを押し下げる。
次いで、操作部材Ｄから手を離すと、しばらくしてエアゾール缶Ａから殺虫剤の噴射が開
始され、缶内の殺虫剤が室内に充満される。
【００２０】
そのときの作用効果を図６を参照して詳しく説明すると、操作部材Ｄの押し下げ時には、
係止片３８の傾斜板４１が噴射ノズルＢの係止板７に係合し押し下げるように作用するが
、ノズル筒６は、ノズル揺動規制孔３６の円弧部３４に圧接され、ステム１は傾斜しない
ので、係止片３８の傾斜板４１は噴射ノズルＢの係止板７周縁８の案内面９に圧接案内さ
れ、図６（ａ）に示すように、周縁８を乗り越えて係止板７の下方にまで下降し、コイル
ばね４２を圧縮する。
【００２１】
次いで、操作部材Ｄから手を離すと、コイルばね４２が復元して操作部材Ｄが上昇され、
次いで、図６（ｂ）に示すように、操作部材Ｄの係止片３８の傾斜板４１の先端は、噴射
ノズルＢの係止板７の下面に衝接してノズル筒６を傾斜させ、ノズル筒６が所定の角度ま
で傾斜するとステム１の傾倒によりバルブが開かれ、噴射ノズルＢから殺虫剤が噴射され
る。
操作部材Ｄから手を離してから、噴射開始までの時間は、本実施形態では約１秒であるが
、コイルばねの弾撥力を変えることによって適宜設定される。
【００２２】
その際ノズル筒６先端は、ノズル揺動規制孔３６の他方の円弧部３５に圧接され、操作部
材Ｄの係止片３８の傾斜板４１の先端が、噴射ノズルＢの係止板７周縁８の下面、すなわ
ち係止部１３に係合した状態が維持され、バルブの開放状態を維持する。
かくして、エアゾール缶Ａ内のすべての殺虫剤が噴射され、室内に拡散、充満されること
になる。
【００２３】
次に、第２実施形態について説明する。
本実施形態は、操作部材取付体に操作部材として押ボタンを取着した点が第１実施形態と
異なるが、エアゾール缶Ａと噴射ノズルＢ、オーバーキャップＥは第１実施形態のものと
同一であるので、同一の名称と符号を採用して図示するだけで説明を省略する。
【００２４】
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図７において、Ｃａは操作部材取付体で、Ｄａは操作部材を構成する押ボタンである。
図７，８，９に示すように、操作部材取付体Ｃａは、取付筒５０とカバー筒５１と、押ボ
タン取付部５２とを具えている。
取付筒５０の下端内周には、内方に膨出する膨出環５３が設けられており、エアゾール缶
Ａの取付環３の下方に係合するようになっている。
取付筒５０の膨出環５３の上方には、取付環３を挟むようにして、複数個の縦リブ５４が
配設されており、取付筒５０の上端内周は、内方に突出する環状の段部５５となっている
。
【００２５】
カバー筒５１は、側周壁５６と頂壁５７とを具えている。
側周壁５６は、取付筒５０より縮径され、段部５５内周縁より上方に延びるよう連設され
ており、その外周下端部には、膨出環５８が設けられている。
頂壁５７の中央部には、両端を噴射ノズルＢ先端部よりやや大きい径を有する半円状の円
弧部５９，６０としたノズル揺動規制孔６１が形成され、一方の円弧部５９の中心は、エ
アゾール缶Ａの軸心に一致するよう位置している。
【００２６】
頂壁５７の押ボタン取付部５２の側には、押ボタン嵌挿部６２が設けられており、該押ボ
タン嵌挿部６２は、頂壁５７から垂下する円弧状の傾斜壁６３と、頂壁５７の中心方向に
延びる側壁６４ａ，ｂと側壁６４の下端部と同一の高さまでを切欠部とした側周壁５６の
一部６５によって形成されている。
【００２７】
押ボタン取付部５２は、取付筒５０の上端の段部５５から内方に延びるよう突設された基
板６６と、該基板６６に立設された押ボタン保持筒６７とからなっている。
基板６６は、内側端縁６８と、側端縁６９ａ，ｂとからなり、基板６６の中央部から、エ
アゾール缶Ａの取付環３に向かって延びる傾斜端縁を有する板リブ７０が垂設されており
、取付筒５０の下端に設けられた膨出部５３と共働して、縦リブ５４とともに取付環３を
挟持するようにしている。
押ボタン保持筒６７は、その下端部は拡径され、ばね支持部７１となっている。
【００２８】
図１０に示すように、押ボタンＤａは、頂壁７２と該頂壁７２の外周縁から垂下する側周
壁７３とを具えており、側周壁７３は、側周壁５６の一部６５に摺接する円弧壁７４と、
側壁６４ａ，ｂに摺接する側壁７５ａ，ｂと内側壁７６とからなっている。
頂壁７２の中央部の所定位置には、前記押ボタン保持筒６７の筒内に嵌挿される室内杆７
７が垂設されており、頂壁７２の下面には、一定高さのばね受けリブ７８が垂設されてい
る。
【００２９】
操作部材取付体Ｃａの基板６６とばね受けリブ７８の間には、コイルばね７９が弾装され
ており、押ボタンＤａを上方に付勢するようにしている。
内側壁７６の下端部には、内方に突出するよう先端に円弧状の傾斜板８０を具えた係止片
８１が設けられており、側壁７５には、側壁６４ａ，ｂの下端に係合する位置決め片８２
ａ，ｂが設けられている。
【００３０】
次に、本実施形態噴射装置の使用態様と作用効果について説明する。
まず、使用態様の概略について述べると、前記第１実施形態と同様に室内の所定の場所に
噴射装置を置き、オーバーキャップＥを取って、押ボタンＤａを押し下げる。
次いで、押ボタンＤａから手を離すと、エアゾール缶Ａから殺虫剤の噴射が開始され、缶
内の殺虫剤が室内に充満される。
【００３１】
そのときの作用効果を図１１を参照して詳しく説明すると、押ボタンＤａの押し下げ時に
は、前記第１実施形態と同様に係止片８１の傾斜板８０が噴射ノズルＢの係止板７に係合

10

20

30

40

50

(5) JP 3813397 B2 2006.8.23



し押し下げるように作用するが、ノズル筒６先端は、ノズル揺動規制孔６１の円弧部５９
に圧接され、ノズル筒６のステム１は傾斜しないので、係止片８１の傾斜板８０は噴射ノ
ズルＢの係止板７周縁８の案内面９に圧接案内され、図１１（ａ）に示すように、周縁８
を乗り越えて係止板７の下方にまで下降し、同時にばね７９を圧縮させる。
【００３２】
次いで、押ボタンＤａから手を離すと、コイルばね７９が復元して押ボタンＤａが上昇さ
れ、次いで、図１１（ｂ）に示すように、押ボタンＤａの係止片８１の傾斜板８０の先端
は、噴射ノズルＢの係止板７の下面に衝接してノズル筒６を傾斜させ、所定の角度まで傾
斜するとステム１の傾倒によりバルブが開かれ、噴射ノズルＢから殺虫剤が噴射される。
押ボタンＤａから手を離してから、噴射開始までの時間は、ばねの弾撥力を変えることに
よって適宜設定される。
【００３３】
その際ノズル筒６先端は、ノズル揺動規制孔６１の他方の円弧部６０に圧接され、押ボタ
ンＤａの係止片８１の傾斜板８０の先端が、噴射ノズルＢの係止板７周縁８の下面、すな
わち係止部１３に係合した状態が維持され、バルブの開放状態を維持する。
かくして、第１実施形態と同様に、エアゾール缶Ａ内のすべての殺虫剤が噴射され、室内
に拡散、充満されることになる。
【００３４】
次に、第３実施形態について説明する。
本実施形態は、係止片を設けた押ボタンと可撓板によって操作部材を構成するようにし、
押ボタンの復元に合成樹脂の可撓性を利用したものである。
エアゾール缶Ａ、噴射ノズルＢ、オーバーキャップＥは第１実施形態のものと同一である
ので、同一の名称と符号を採用して図示するだけで説明を省略する。
以下、操作部材取付体Ｃｂ、操作部材Ｄｂについて説明する。
【００３５】
図１２において、Ａはエアゾール缶、Ｂはノズル、Ｃｂは操作部材取付体、Ｄｂは操作部
材、Ｅはオーバーキャップである。
図１２、１３に示すように、操作部材取付体Ｃｂは、取付筒９０とカバー筒９１とを具え
ている。
取付筒９０の下端内周には、内方に膨出する膨出環９２が設けられており、エアゾール缶
Ａの取付環３の下方に係合するようになっている。
取付筒９０の膨出環９２の上方には、取付環３を挟んで、複数個の縦リブ９３が配設され
ており、取付筒９０の上端内周は、内方に突出する環状の段部９４となっている。
【００３６】
カバー筒９１は、側周壁９５と頂壁９６とを具えている。
側周壁９５は、取付筒９０より縮径され、段部９４内周縁より上方に延びるよう連設され
ており、その下端部内周には、膨出環９７が設けられ、外周には膨出環９８が設けられて
いる。
頂壁９６の中央部には、ノズル揺動規制筒９９が立設されており、周辺部には、後述する
押ボタンの挿入孔１００が穿孔されている。
【００３７】
ノズル揺動規制筒９９は、その上端縁は噴射ノズル中間部の径よりやや大きな径を有する
半円状の円弧部１０１，１０２とする長孔１０３となっており、一方の円弧１０１の中心
は、エアゾール缶Ａの軸心に一致している。
ノズル揺動規制筒９９の側周壁は、円弧部１０１側の側面が上端縁から下方に向かい外側
に傾斜した円錐面となっており、その他の側面は、ほぼ垂直の壁面となっており、ノズル
揺動規制筒９９の上端縁と側周壁９５内周によってノズル揺動規制孔９９ａが形成されて
いる。
【００３８】
図１４に示すように、操作部材Ｄｂは、側周壁１０４と頂壁１０５を備えており、側周壁
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１０４は、その下端外周に設けられた前記膨出環９７に係合する膨出環１０６が設けられ
、頂壁１０５がカバー筒９１の頂壁に接するよう定位置に係止されるようになっている。
【００３９】
頂壁１０５には、一定角度範囲の弦月状の開口１０７と、巾広の切込み１０８によって形
成され、端部１０９を軸線として上下動可能とした一定巾の弧状の可撓板１１０が設けら
れ、可撓板１１０の中心部には、押ボタン１１１が設けられている。
押ボタン１１１は、可撓板１１０の内周縁から上下に延びるよう連設された係止板１１２
と、それに続く頂板１１３と該頂板から垂下する側板１１４ａ，ｂ，ｃから形成され、係
止板の１１２の中間部には、傾斜板１１５を具えた係止片１１６が設けられている。
【００４０】
次に、本実施形態噴射装置の使用態様と作用効果について説明する。
まず、使用態様の概略について述べると、前記第１実施形態と同様に室内の所定の場所に
噴射装置を置き、オーバーキャップＥを取って、操作部材Ｄｂの押ボタン１１１を押し下
げる。
次いで、押ボタン１１１から手を離すと、エアゾール缶Ａから殺虫剤の噴射が開始され、
缶内の殺虫剤が室内に充満される。
【００４１】
そのときの作用効果を図１５を参照して詳しく説明すると、押ボタン１１１の押し下げ時
には、前記第１実施形態と同様に係止片１１６が噴射ノズルＢの係止板７に係合し押し下
げるように作用するが、ノズル筒６先端は、ノズル揺動規制筒９９の円弧部１０１に圧接
され、ステム１は傾斜しないので、係止片１１６の傾斜板１１５は噴射ノズルＢの係止板
７周縁８の案内面９に圧接案内され、図１５（ａ）に示すように、周縁８を乗り越えて係
止板７の下方にまで下降し、同時に可撓板１１０を湾曲させる。
【００４２】
次いで、押ボタン１１１から手を離すと、可撓板１１０が復元して押ボタン１１１が上昇
され、次いで、図１５（ｂ）に示すように、押ボタン１１１の係止片１１６の傾斜板１１
５の先端は、噴射ノズルＢの係止板７の下面に衝接してノズル筒６を傾斜させ、所定の角
度まで傾斜するとステム１の傾倒によりバルブが開かれ、噴射ノズルＢから殺虫剤が噴射
される。
押ボタン１１１から手を離してから噴射開始までの時間は、可撓板１１０の弾発力によっ
て適宜設定される。
【００４３】
その際ノズル筒６先端は、ノズル揺動規制孔９９ａの他方の円弧部１０２に圧接され、押
ボタン１１１の係止片１１６の傾斜板１１５の先端が、噴射ノズルＢの係止板７周縁８の
下面、すなわち係止部１３に係合した状態が維持され、バルブの開放状態を維持する。
かくして、エアゾール缶Ａ内のすべての殺虫剤が噴射され、室内に拡散、充満されること
になる。
【００４４】
また本実施形態では、操作部材取付体Ｃｂと操作部材Ｄｂが別体であるので、操作部材の
素材樹脂と肉厚を変えることによって可撓板１１０の弾発力を変え、押ボタン１１１の押
込みから噴射開始までの時間を調節することができるという格別の作用効果がもたらされ
る。
【００４５】
次に第４実施形態について説明する。
本実施形態は、前記第３実施形態における操作部材取付体と操作部材を一体成形したもの
で、エアゾール缶Ａと噴射ノズルＢ、オーバーキッャプＥは、第１実施形態と同一である
ので、同一の名称と符号を付して図示するだけとし、説明を省略する。
以下操作部材取付体Ｃｃと操作部材Ｄｃについて説明する。
【００４６】
図１６において、Ａはエアゾール缶、Ｂはノズル、Ｃｃは操作部材取付体であり、Ｄｃは
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操作部材取付体Ｃｃと一体成形された操作部材である。
図１６，１７，１８に示すように、操作部材取付体Ｃｃは取付筒１２０とカバー筒１２１
とを具えている。
取付筒１２０の下端内周には、内方に膨出する膨出環１２２が設けられており、エアゾー
ル缶Ａの取付環３の下方に係合するようになっている。
取付筒１２０の膨出環１２２の上方には、取付環３を挟むようにして、複数個の縦リブ１
２３が配設されており、取付筒１２０の上端内周は、内方に突出する環状の段部１２４と
なっている。
【００４７】
カバー筒１２１は、側周壁１２５と頂壁１２６とからなっている。
側周壁１２５は、取付筒１２０より縮径され、段部１２４内周縁より上方に延びるよう連
設されており、その外周下端部には、膨出環１２７が設けられている。
【００４８】
頂壁１２６の中央部には、ノズル揺動規制筒１２８が立設されている。
該ノズル揺動規制筒１２８は、その上端縁は噴射ノズルＢ中間部の径よりやや大きな径を
有する半円状の円弧部１２９，１３０とする長孔１３１となっており、一方の円弧部１２
９の中心は、エアゾール缶Ａの軸心に一致している。
ノズル揺動規制筒１２８の側周壁は、円弧部１２９側の側面が上端縁から下方に向かい外
側に傾斜した円錐面となっており、その他の側面は、ほぼ垂直の壁面となっている。
ノズル揺動規制筒１２８の上端縁と側周壁内周によってノズル筒のノズル揺動規制孔１２
８ａが形成されている。
【００４９】
頂壁１２６には、一定角度範囲の円弧状の内側切込み１３２と外側切込み１３３が刻設さ
れ、切込み端を結ぶ線１３４ａ，ｂを軸線とした可撓板１３５が形成されている。
可撓板１３５の中央部には、押ボタン１３６が設けられ、押ボタン１３６と可撓板１３５
によって操作部材Ｄｃが構成されている。
押ボタン１３６は、可撓板１３５の内周端縁から上下に延びるよう連設された支持板１３
７と、それに続く頂板１３８および頂板１３８から垂設された側板１３９ａ，ｂ，ｃとか
らなっている。
【００５０】
前記支持板１３７の下方部には、先端に傾斜板１４０を具えた係止片１４１が、内方に向
かって突設されている。
係止片１４１に対応する内側切込み１３２は広げられ、係止片挿通孔１４２が形成されて
いる。
【００５１】
次に、本実施形態噴射装置の使用態様と作用効果について説明する。
まず、使用態様の概略について述べると、前記第１実施形態と同様に室内の所定の場所に
噴射装置を置き、オーバーキャップＥを取って、押ボタン１３６を押し下げる。
次いで、押ボタン１３６から手を離すと、エアゾール缶Ａから殺虫剤の噴射が開始され、
缶内の殺虫剤が室内に充満される。
【００５２】
そのときの作用効果を図１９を参照して詳しく説明すると、押ボタン１３６の押し下げ時
には、前記第３実施形態と同様に係止片１４１が噴射ノズルＢの係止板７に係合し押し下
げるように作用するが、ノズル筒６先端は、ノズル揺動規制筒１２８の円弧部１２９に圧
接され、ステム１は傾斜しないので、係止片１４１は噴射ノズルＢの係止板７周縁８の案
内面９に圧接案内され、図１９（ａ）に示すように、周縁８を乗り越えて係止板７の下方
にまで下降し、同時に可撓板１３５が圧縮させる。
【００５３】
次いで、押ボタン１３６から手を離すと、可撓板１３５が復元して押ボタン１３６が上昇
され、次いで、図１９（ｂ）に示すように、押ボタン１３６の係止片１４１の傾斜板１４

10

20

30

40

50

(8) JP 3813397 B2 2006.8.23



０の先端は、噴射ノズルＢの係止板７の下面に衝接してノズル筒６を傾斜させ、所定の角
度まで傾斜するとステム１の傾倒によりバルブが開かれ、噴射ノズルＢから殺虫剤が噴射
される。
押ボタン１３６から手を離してから、噴射開始までの時間は、可撓板１３５の復元力によ
って適宜設定される。
【００５４】
その際ノズル筒６先端は、ノズル揺動規制筒１２８の他方の円弧部１３０に圧接され、押
ボタン１３６の係止片１４１の傾斜板１４０の先端が、噴射ノズルＢの係止板７周縁８の
下面、すなわち係止部１３に係合した状態が維持され、バルブの開放状態を維持する。
かくして、エアゾール缶Ａ内のすべての殺虫剤が噴射され、室内に拡散、充満されること
になる。
【００５５】
本実施形態の場合は、操作部材取付体Ｃｃと操作部材Ｄｃとを一体成形しているので工程
が少なくなり、成形時に可撓板１３５の肉厚を変えることによって可撓板１３５の弾発力
を変え、押ボタン１３６の押込みから噴射開始までの時間を調節することができるという
格別の作用効果がもたらされる。
【００５６】
【発明の効果】
本発明は、上記のように構成されているから、次の効果を奏する。
操作部材の押圧を解き、一定時間後に操作部材の係止片がノズルの係止板の下面の係止部
に係合するようにしたから、使用者は、操作部材を押圧して、手を離して噴射装置から離
れた後に、殺虫剤の噴射が開始され、有害の殺虫剤を吸い込むおそれはなくなった。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１実施形態噴射装置の一部断面正面図である。
【図２】オーバーキャップを開いた状態の上面図である。
【図３】噴射ノズルの一部断面正面図である。
【図４】操作部材取付体の説明図で、（ａ）は上面図、（ｂ）は一部断面正面図である。
【図５】　操作部材の説明図で、（ａ）は一部断面正面図、（ｂ）は底面図である。
【図６】　操作部材の操作時の説明図で、（ａ）は操作部材の押下げ時、（ｂ）は操作部
材の係止時を示す図である。
【図７】　第２実施形態噴射装置の一部断面正面図である。
【図８】　操作部材取付体の説明図で、（ａ）は上面図、（ｂ）は一部断面正面図である
。
【図９】　操作部材取付体の底面図である。
【図１０】　押ボタンの説明図で、（ａ）は正面図、（ｂ）は断面図、（ｃ）は上面図、
（ｄ）は底面図である。
【図１１】　押ボタンの操作時の説明図で、（ａ）は押ボタンの押下げ時、（ｂ）は押ボ
タンの係止時を示す図である。
【図１２】　第３実施形態噴射装置の一部断面正面図である。
【図１３】　操作部材取付体の説明図で、（ａ）は上面図、（ｂ）は一部断面正面図であ
る。
【図１４】　操作部材の説明図で、（ａ）は上面図、（ｂ）は一部断面正面図、（ｃ）は
底面図である。
【図１５】　操作部材の操作時の説明図で、（ａ）は押ボタンの押下げ時、（ｂ）は押ボ
タンの係止時を示す図である。
【図１６】　第４実施形態噴射装置の一部断面正面図である。
【図１７】　操作部材を一体化した操作部材取付体の説明図で、（ａ）は上面図、（ｂ）
は一部断面正面図である。
【図１８】　操作部材取付体の底面図である。
【図１９】　操作部材の操作時の説明図で、（ａ）は押ボタンの押下げ時、（ｂ）は押ボ
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タンの係止時を示す図である。
【符号の説明】
Ａ　　　　　　　　　　　　　エアゾール缶
Ｂ　　　　　　　　　　　　　噴射ノズル
Ｃ、Ｃａ、Ｃｂ、Ｃｃ　　　　操作部材取付体
Ｄ、Ｄｂ、Ｄｃ　　　　　　　操作部材
Ｄａ　　　　　　　　　　　　押ボタン
Ｅ　　　　　　　　　　　　　オーバーキャップ
１　　　　　　　　　　　　　ステム
４　　　　　　　　　　　　　噴射口
５　　　　　　　　　　　　　流通孔
６　　　　　　　　　　　　　ノズル筒
７　　　　　　　　　　　　　係止板
８　　　　　　　　　　　　　周縁
９　　　　　　　　　　　　　案内面
１０　　　　　　　　　　　　案内リング
１１　　　　　　　　　　　　円筒面
１２　　　　　　　　　　　　係止リング
１３　　　　　　　　　　　　係止部
２０、５０、９０、１２０　　取付筒
２２　　　　　　　　　　　　内筒
２３　　　　　　　　　　　　外筒
２５　　　　　　　　　　　　縦リブ
３０、７３、１０４　　　　　側周壁
３１、７２、１０５　　　　　頂壁
３４，３５　　　　　　　　　円弧部
３６、６１　　　　　　　　　ノズル揺動規制孔
３８、８１、１１６、１４１　係止片
４０　　　　　　　　　　　　垂下板
４１、８０、１４０　　　　　傾斜板
４２　　　　  　　　　　　　  コイルばね
５１、９１、１２１　　　　　カバー筒
５２　　  　　　　　　　　　  押ボタン取付部
５６　　　　　  　　　　　　  側周壁
５７　　　　　　　　　　　　頂壁
５９，６０、１０１，１０２、１２９，１３０　　　円弧部
６２　　　　　　　　　　　　押ボタン嵌挿部
６３　　　　　　　　　　　　傾斜壁
６４ａ，ｂ　　　　　　　　　側壁
６６　　　　　　　　　　　　基板
６７　　　　　　　　　　　　押ボタン保持筒
７７　　　　　　　　　　　　案内杆
７８　　　　　　　　　　　　ばね受けリブ
７９　　　　　　　　　　　　ばね
８２ａ，ｂ　　　　　　　　　位置決め片
９９、１２８　　　　　　　　ノズル揺動規制筒
９９ａ、１２８ａ　　　　　　ノズル揺動規制孔
１０３、１３１　　　　　　　長孔
１０７　　　　　　　　　　　開口
１０８　　　　　　　　　　　切込み
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１１０、１３５　　　　　　　可撓板
１１１、１３６　　　　　　　押ボタン
１１２　　　　　　　　　　　係止板
１３２　　　　　　　　　　　内側切込み
１３３　　　　　　　　　　　外側切込み
１３７　　　　　　　　　　　支持板
１４２　　　　　　　　　　　係止片挿通孔

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】 【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】
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【 図 １ ２ 】 【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】 【 図 １ ５ 】
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【 図 １ ６ 】 【 図 １ ７ 】

【 図 １ ８ 】 【 図 １ ９ 】
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